記入の際の注意事項
(※すべて鉛筆で記入してください)
１．農業経営改善計画認定書

以下の点に注意し作成してください。

①補助事業、スーパーＬ資金、各種リース事業等を受ける際に改善計画書に記載がない機械・施設等はそれらの事業を受けられなくなる恐れがあります。

②今は関係なくとも、今後５年以内に規模拡大等の事業が考えられる方は、再認定の手続きをしてください。

③経営所得安定対策等において助成（ゲタ・ナラシ対策）を受ける場合、認定農業者であることが要件となっています。稲作を中心に経営されている方は、再認定を受けられるよう手続きをしてください。

④すでに補助事業、スーパーＬ資金、各種リース事業等を受けられた方は、是非、再認定を受けるようにしてください。
２．補足説明書

農業経営改善計画認定書だけでは現状と目標だけしかありません。この表は目標に至るまでの5年間の経過を記入することと目標達成のためにどのような事業と資金調達が必要なのか考え方を整理するのが目的です。記入例に従いご記入ください。
３．認定農業者当初計画実践点検表
この表は、当初計画に基づき認定期間の５年間をどのような実践活動してきたのか検証し、新たな改善計画に反映させるためのものです。記入例に従いご記入ください。

４．記入する順序
①認定農業者当初計画実践点検表(特に用紙右上の「改善計画(５年後)」)
↓

②補足説明書
↓

③農業経営改善計画認定書
の順で記入してください。スムーズに進みます。
